
（1）アジアの発展と法律家
　LAWASIA （The Law Association for Asia 
and the Pacifi c）は、アジア太平洋地域の法律
家が、地域法律家の交流を通じて地域社会の
発展に貢献することを目的として、50年前に
オーストラリアで発足しました。弁護士、裁
判官、学者・研究者を含む法律家個人会員と
ともに、約30の法域を代表する弁護士団体が
会員として参加しています。日本からは、創
設メンバーとして、学界、裁判所を含む日本
法律家協会を中心とした法律家が参加しまし
た。2002年からは日本弁護士連合会が参加、
昨年には、三宅前会長がシドニーでの理事会
に出席され、第二東京弁護士会も団体メンバ
ーとなりました。個人会員は、日本ローエイ
シア友好協会を通じて100名を超える日本人会
員が登録しています。
　アジアは急速な経済発展の過程にあり、
2050年には世界の過半のGDPを生み出すと予
測されています。今から10年あるいは20年先
を見据えたこの地域の発展に、日本の法律家
としていかに貢献するかを考え、行動に移す
ときには、LAWASIAが提供する法律家間交
流の機会の活用が大きな役割を果たすことは
疑いありません。地域の経済発展は、地域社
会の包括的発展に支えられます。その発展の
インフラとして不可欠なのが、法制度、法文
化であり、その基礎にあるのが、異なる法制
度、法文化を調和的に機能させる法律家のコ
ミュニティーだと思います。この地域は、経

済発展の段階、政府に対する弁護士の独立性、
司法に対するアクセスと信頼の程度の点にお
いて一様ではありません。さらにその背景に
ある法も、大陸法、コモンロー、イスラム法、
そして固有法と広汎な多様性を抱えています。
こうしたアジア太平洋地域を舞台に、ビジネ
スロー、家族法、人権、越境紛争解決、事務
所経営、外国弁護士との連携などの課題を垣
間見、そして自分の実務として将来発展させ
るため、そして何よりも、本誌5月号で市毛会
員が言及された基本的価値観（コアバリュー）
を共有する法律家コニュニティーの一員とな
るためには、LAWASIAの提供する活動への
参加は、きわめて有益な足掛かりとなると思
います。
（2）LAWASIAの組織と活動
　LAWASIAは、各国（法域）の弁護士団体
が指名する理事により構成される理事会、業
務全般の方針と執行を統括する執行委員会
（会長、副会長、CEO、事務総長などにより構
成）を中心に運営されています。活動の中心
は、年1回の年次大会、年数回の専門会議の開
催、会員弁護士団体からのリクエストに応じ
てなされる弁護士の独立の支援活動などです。
各活動分野への参加に関しては、年次大会、
あるいは専門会議への参加とともに、これら
の分野別セッションを主催するビジネスロー、
人権、家族法、ADRなどの各部会に登録して、
そこでの継続活動に参加することもできます。
　英語が共通言語として使用されるのが原則
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ですが、多くのアジアの弁護士にとっては、
日本と同様、母国語ではありません。実務ツ
ールとしての英語マスターの必要性の認識と、
達成のための実践的機会が得られることにも
なります。今年は、4月にベルリンで外国直接
投資のセミナー、6月に香港で家族法と子ども
の権利会議が2泊3日で開催されます。8月12日
からは、スリランカのコロンボで年次大会が
予定されています。
（3）2017年東京大会への参加を
　そして、来年の9月18日から4日間、東京で、
第30回年次大会が開催されることになってい
ます。本年5月には、組織委員会が発足し、開
催準備に向けて活動を開始しました。プログ
ラムの主要部分となるセッションは、大きく
分けて、ビジネスロー、人権、家族法、公益、
ADR、司法などの領域から個別セッションを

企画する段階にあります。
　また、法学生によるムートコートの開催準
備も進められています。
　国際会議への参加を一歩進めて、会議その
ものの事前準備・運営に参加することは、外
国法律家との打合せ、意見交換の機会が得ら
れるとともに、セッションの企画を各国の視
点から多角的にとらえることのできるまたと
ない絶好の機会であり、若い法律家にとって、
挑戦に値する貴重な経験が得られると思いま
す。是非、この準備段階からの参加をお勧め
するとともに歓迎します。
　そのために、8月のコロンボ大会に参加さ
れ、内戦終結後のスリランカの成長と、明媚
な風光を満喫されることも、楽しいモティベ
ーションになると思います。 
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